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［論文要旨］

　日本における定期市は，近代化の過程で多くが姿を消したが，一方で，現在でも地域の経済活動
として機能していたり，形を変えて新たに創設されるものがあるなど，普遍性をもった商いの形で
ある。定期市への出店を生業活動としてみた場合，継続的な取引を成り立たせる販売戦略がそこに
は存在する。本稿では，これを生業の技術のひとつと考え，現行の定期市における具体例を用いて
分析を試みた。
　事例としたのは，藩政期にさかのぼる歴史をもつ高知の街路市で，親子 2 代約 60 年にわたって
榊（サカキ）と樒（シキミ，本稿では地元の呼称にしたがってシキビと表記する）のみを扱ってき
た店である。サカキとシキビはともに歳時習俗に関わる身近な植物であり，高知では年間通して需
要がある。もとは山に自生するものを切り集めて売っていたが，1970 年代より中山間地域の現金
収入手段のひとつとしてとくにシキビの栽培が奨励されたことから，人工栽培された良質の枝を仕
入れて販売するようになった。その際，キリコとよばれる伐採専門の技術者が，山主と契約してサ
カキ・シキビの管理・伐採に携わる。高知では概して，コバ（小葉）とよばれる小ぶりでつやのあ
る葉が好まれる。こうした商品価値の高い枝に育てるのは，山主の丹念な消毒作業と，キリコの技
術による。
　一方で街路市の売り手は，さまざまな技量を駆使し，安い単価で少しでも多くの荷を捌く。この
店に対しては，品物の質がよいことと良心的であることが最大の評価として聞かれ，結果として多
くの常連客を抱えている。つまり，山主・キリコ・売り手の 3 者それぞれがもつ技の連携によって，
小規模ながらも客に対して最良の品を提供する流通を成り立たせてきたことになる。また売り手に
とっては，この連携を継続することが究極の目標でもあり，街路市の商売に潜在する共存への指向
性が改めて浮き彫りとなった。
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